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■特集１ 第36回通常総代会決議事項
■特集２ 地区別総代説明会 質疑応答

■今月の表紙
　ＪＡ市原市農産物直売部会／旬の農作物など
　  詳細は8ページ



組合員の状況

提出議案

※記載している数値は、表示単位を切り捨てて表示しています。このため、計画数値は各項目の合計値と一致しない場合があります。

第36回 通常総代会決議事項

（単位：組合員数）

　第36回通常総代会が３月28日、市原市市民会館大ホールで開かれ、総代数559人のうち455人（本人出席243
人、書面議決211人、代理人出席１人）にご出席いただきました。
　里見地区総代の関光成さんが議長に選任され、令和４年度事業報告や令和５年度事業計画など、６議案と附帯
決議が承認されました。
　第36回通常総代会で可決・承認された令和４年度事業実績ならびに令和５年度事業計画についてご報告いた
します。

第１号議案  定款の一部変更について
第２号議案  定款附属書総代選挙規程の一部変更について
第３号議案  市原市農業協同組合規約の一部変更について
第４号議案  令和４年度事業報告及び剰余金処分案の承認について
第５号議案  令和５年度事業計画策定について
第６号議案  令和５年度における理事及び監事の報酬について

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

厳
し
く
、農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
農
業
生
産
基
盤
維
持
へ
の
懸
念

や
、農
林
中
央
金
庫
の
奨
励
金
減
少
に
よ

る
信
用
事
業
利
益
の
低
下
、超
高
齢
化
社

会
の
到
来
に
よ
る
消
費
需
要
の
総
量
減

少
、円
安
な
ど
に
よ
る
燃
料
・
生
産
資
材
高

騰
に
よ
る
農
家
所
得
の
圧
迫
な
ど
、問
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
が「
地
域
の
農
業
・
く
ら
し
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
協
同
組
合（
相
互
扶
助
組

織
）」で
あ
り
続
け
る
た
め
、協
同
組
合
の

基
本
的
活
動
で
あ
る
対
話
活
動
を
展
開

し
、組
合
員
と
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
な
ど
を
共
有
し
、意
見
・
提
案
等
を

踏
ま
え
た
収
支
向
上
・
事
業
伸
長
策
を
検

討
・
実
践
し
、組
合
員（
利
用
者
）の
利
便
性

（
サ
ー
ビ
ス
）向
上
と
ロ
ー
コ
ス
ト
運
営
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
経
営
基
本
方
針
】
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2P13－15　インフォメーション
P16　 　　『家の光』記事活用体験発表

P10　税金ワンポイント講座
P11　頭の体操・文芸コーナーほか
P12　みんな来て果彩菜・旬のレシピ

資格区分 前期末 当期増加 当期減少 当期末

正組合員 9，436 145 291 9，290

准組合員 6，948 339 178 7，109

合　　計 16，384 484 469 16，399

令和４年度事業実績・令和５年度事業計画
項　目 令和４年度実績 令和５年度計画

長期共済新契約高（保障額）

自動車共済（掛金）

事業利益

経常利益

当期剰余金

総資産

純資産

（単位：千円）

38,000,00031,260,144

285,000273,104

44,74338,043

141,816161,032

126,089120,366

166,075,516164,277,356

7,907,1697,692,926

項　目 令和４年度実績 令和５年度計画

販売事業

購買事業

貯金残高

貸出金残高

153,500,000151,953,529

46,100,00040,479,637

信用事業

共済事業

財　　務

葬祭売上高 440,000260,304

葬祭事業

販売品取扱高

主な販売品

（1）米

（2）青果物

（3）産直品

購買品供給高

1,807,2871,924,641

444,600361,774

1,122,5981,304,985

63,20066,063

1,837,2151,840,267

備考：当年度末正組合員戸数　9,130 戸
　　　当年度末准組合員戸数　6,425 戸
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3 P２－３　第36回通常総代会決議事項
P４－５　地区別総代説明会 質疑応答
P６－７　ＪＡ市原市主な出来事

P８　協同の力、農業の力
P９　あなたもチャレンジ！
　　  家庭菜園ほか

contents
No.420

科　　目

１．当期未処分剰余金

金額（単位：円）

当組合の単体自己資本比率
11.09%

（令和４年12月31日現在）

２．剰余金処分額

（1）利益準備金

（2）任意積立金

経営基盤安定化積立金

（3）出資配当金

３．次期繰越剰余金

422，554，321

188，475，314

40,000,000

100,000,000

100,000,000

25，642，814

（4）事業分量配当金 22，832，500

234，079，007

剰余金処分案

貸借対照表
令和４年12月31日現在

資産の部

科　　　目 金額（単位：千円）

１．信用事業資産 155,313,677

２．共済事業資産 3,108

３．経済事業資産 884,609

４．雑資産 258,775

５．固定資産 3,042,821

６．外部資産 4,740,704

７．繰延税金資産 33,659

資産の部合計 164,277,356

負債及び純資産の部

科　　　目 金額（単位：千円）

１．信用事業負債 154,563,172

２．共済事業負債 464,609

３．経済事業負債 331,762

４．雑負債 307,987

５．諸引当金 485,457

６．再評価に係る繰延税金負債 431,441

負債の部合計 156,584,430

１．組合員資本 6,878,970

２．評価・換算差額等 813,955

純資産の部合計 7,692,926

負債及び純資産の部合計 164,277,356

損益計算書
令和４年12月31日現在

科　　　目 金額（単位：千円）

１．事業総利益（A） 1,901,043

　  信用事業総利益 829,255

　  共済事業総利益 569,287

　  購買事業総利益 282,271

　  販売事業総利益 79,460

　  保管事業総利益 6,796

　  利用事業総利益 20,365

　  葬祭事業総利益 126,725

　  指導事業収支差額 △ 13,119

２．事業管理費（B） 1,862,999

事業利益（C）=A-B 38,043

３．事業外収益（D） 132,973

４．事業外費用（E） 9,984

経常利益（F）=C+D-E 161,032

５．特別利益（G） 120,623

６．特別損失（H） 197,765

税引前当期利益（I）=F+G-H 83,890

法人税等合計（J） △ 36,476

当期剰余金（K）=I-J 120,366

当期首繰越剰余金（L） 263,315

土地再評価差額金取崩額（M） 38,871

当期未処分剰余金（N）=K+L+M 422,554

（注）１．出資配当は年 0.75％の割合です。
２．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善事
業の費用に充てるための10,000千円が含まれてい
ます。

３．事業分量配当金は、令和４年度主食用出荷米（期
間：８月１日～12月31日、規格外除く）１俵に対し５００
円で算出しています。
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地区別総代説明会　質疑応答 特集２

【
経
済
事
業
】

Ｑ　

肥
料
価
格
高
騰
に
対
し
、

公
的
補
助
事
業
の
申
請
支
援
を

し
た
こ
と
は
分
か
る
が
、Ｊ
Ａ

独
自
の
対
策
は
な
い
の
か
。

Ａ　

供
給
価
格
の
抑
止
の
た
め
、

以
下
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。

①
事
前
予
約
を
い
た
だ
い
た
春

肥
料
に
つ
い
て
は
、肥
料
共

同
購
入
積
立
金
を
取
り
崩
し
、

供
給
価
格
を
維
持
し
ま
し
た
。

②
秋
肥
料
は
、値
上
げ
前
の
大

量
仕
入
れ（
買
い
置
き
）に
よ

り
、値
上
げ
幅
の
圧
縮
に
努

め
ま
し
た
。

③
予
約
注
文（
共
同
購
入
）に
よ

る
価
格
引
き
下
げ
を
図
り
ま

し
た
。

④
秋
肥
料
以
降
は
、手
数
料
設

定
を
弾
力
化
し
、供
給
価
格

抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

⑤
肥
料
大
口
対
策
奨
励
金
の
奨

励
対
象
項
目
を
追
加
し
、購

入
者
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

　

感
染
予
防
対
策
の
緩
和
を
受
け
、Ｊ
Ａ
は
３
月
11
日
、地
区
別
総
代
説
明
会

を
市
内
８
会
場
で
開
き
ま
し
た
。延
べ
３
３
７
人
の
総
代
・
組
合
員
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。同
会
場
で
の
質

疑
は
冊
子
に
ま
と
め
、総
代
会
時
に
配
布
・
開
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
主
な
質
疑
を
報
告
し
、Ｊ
Ａ
の
考
え
方
や
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

げ
ま
し
た
。

Ｑ　

今
年
度
の
剰
余
金
処
分
案
に
あ
る
、

主
食
用
米
出
荷
に
対
す
る「
事
業
分
量
配

当
金
」と
は
何
か
。

Ａ　

農
協
法
第
７
条
に「
組
合
は
、そ
の
行

う
事
業
に
よ
っ
て
そ
の
組
合
員
及
び
会
員

の
た
め
に
最
大
の
奉
仕
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
あ
り
、
同
条
第
３
項
で
は

「
組
合
は
、農
畜
産
物
の
販
売
そ
の
他
の
事

業
に
お
い
て
、事
業
の
的
確
な
遂
行
に
よ

り
高
い
収
益
性
を
実
現
し
、事
業
か
ら
生

じ
た
収
益
を
も
つ
て
、経
営
の
健
全
性
を

確
保
し
つ
つ
事
業
の
成
長
発
展
を
図
る
た

め
の
投
資
又
は
事
業
利
用
分
量
配
当
に
充

て
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
組
合
の
定
款
第
68
条
第
２
項

に「
組
合
員
の
こ
の
組
合
の
事
業
の
利
用

分
量
に
応
じ
て
す
る
配
当
は
、毎
事
業
年

度
の
剰
余
金
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
事

業
年
度
に
お
い
て
取
り
扱
っ
た
物
の
数
量
、

価
額
そ
の
他
事
業
の
分
量
を
参
酌
し
て
組

合
員
の
事
業
の
利
用
分
量
に
応
じ
て
こ
れ

を
計
算
す
る
。」と
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
産
米
の
買
取
価
格
は
８
６
２

０
円（
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
・
Ｊ
Ａ
米
･･
買
取

価
格
８
４
２
０
円
＋
追
加
払
い
２
０
０

円
）と
例
年
に
な
く
低
迷
し
、大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。令
和
４
年
度
は
販

路
拡
大
効
果
も
あ
り
、高
値
販
売
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、１
俵
に
対
し
５
０
０
円
の

事
業
分
量
配
当
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

【
労
務
管
理
】

Ｑ　

職
員
の
中
途
退
職
が
目
に
つ
く
が
、

そ
の
原
因
は
何
か
。

Ａ　

厚
生
労
働
省
の
「
令
和
３
年
雇
用
動

向
調
査
結
果
の
概
況
」（
令
和
４
年
８
月
31

日
）に
よ
る
と
、令
和
３
年
一
般
労
働
者
の

離
職
率
は
11･

１
％
。当
Ｊ
Ａ
の
令
和
４
年

度
の
離
職
率
は
10･

１
％（
職
員
数
２
０
８

名
、退
職
者
数
21
名
）で
す
の
で
、世
間
同

様
、
若
年
層
を
中
心
に
離
職
（
お
よ
び
転

職
）割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、退
職
者
、特
に
年
度
途

中
で
の
退
職
に
つ
い
て
は
、人
材
育
成
や

事
業
の
安
定
的
運
営（
サ
ー
ビ
ス
維
持
・
事

務
リ
ス
ク
の
回
避
・
職
場
内
で
の
相
互
啓

発
・
帰
属
意
識
の
涵
養
な
ど
）の
観
点
か
ら

も
、大
き
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、す
で
に

内
部（
週
次
の
幹
部
職
員
会
議
等
）で
離
職

理
由
等
の
把
握
・
分
析
・
解
消
策
等
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　

想
定
さ
れ
る
退
職
理
由
は
、処
遇
や
労

働
環
境
、組
織
風
土
、対
人
関
係
な
ど
、多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、現
実
で
運
用
可

能
な
手
法
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま

す
。

【
事
業
運
営
】

Ｑ　

「
対
話
」を
重
視
し
た
事
業
展
開
を
志

向
し
て
い
る
が
、組
合
員
の
意
見
反
映
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ　

具
体
的
に
は
、

①
担
い
手（
認
定
農
業
者
等
）を
対
象
と
し

た
役
員
訪
問
活
動
。

②
総
代
・
組
合
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会

（
座
談
会
）の
頻
度
増
加（
年
２
回
開
催
）。

③
准
組
合
員
を
対
象
と
し
た
広
報
誌
の
個

別
配
布
及
び
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
制
度

（
新
設
）―

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、同
内
容
・
数
値
目
標
等
に
つ
い
て

は
、議
案
書
Ｐ
90「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
工
程
表

（
数
値
編
）」の「
対
話
・
意
思
反
映
」に
記
載

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、頂
戴
し
た（
主
な
）ご
意
見
・
ご
提

言
に
関
し
て
は
、広
報
誌
等
で
適
宜
回
答
・

開
示
す
る
予
定
で
す
。

【
遊
休
資
産
の
売
却
】

Ｑ　

旧
Ａ
コ
ー
プ
桜
台
店
跡
地
の
売
却
に

つ
い
て
、金
額
修
正
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

経
緯
の
報
告
・
説
明
を
求
め
る
。

Ａ　

昨
年
の
第
35
回
通
常
総
代
会
の
承
認

を
踏
ま
え
、当
Ｊ
Ａ
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
購
入
希
望
先
を
募
り
、５
月
17
日「
常

勤
役
員
会
」に
て
開
札
し
、売
却
先
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

当
方
と
し
て
は
、建
物
自
体
は
無
価
値

で
あ
る
こ
と
か
ら
内
覧（
現
場
確
認
）等
の

機
会
を
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、翌
18
日

に
売
却
決
定
先
よ
り
売
渡
物
件
の
現
地
確

認
の
要
請
を
受
け
、担
当
者
立
ち
合
い
の

も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
日
、購
入
希
望
価
格
変
更
に
関
す
る

要
望
書（
内
容
･･
建
物
部
分
に
関
し
、①
ア

ス
ベ
ス
ト
の
施
工
面
積
が
多
い
、②
敷
地

内
に
未
登
記
物
件
が
存
在
す
る
、③

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
処
分
す
る
必
要
が
あ
る

―

こ
と
か
ら
想
定
よ
り
多
大
な
費
用
が

必
要
と
な
る
。ま
た
、売
却
物
件
地
内
に
建

設
省
所
有
の
用
悪
水
路
が
存
在
し
、建
築

上
規
制
が
あ
る
た
め
、当
初
希
望
価
格
か

ら
１
億
円
を
値
引
き
し
た
、２
億
７
千
万

円
と
し
て
ほ
し
い
）が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、本
件
要
望
書
に
つ
い
て
顧

問
弁
護
士
へ
相
談
し
、
20
日
に
要
望
書
に

係
わ
る
根
拠
資
料（
見
積
書
）の
提
出
を
受

け
、受
理
し
ま
し
た
。

審
議
内
容

　

上
記
要
望
を
踏
ま
え
、５
月
24
日「
第
２

回
常
勤
役
員
会
」を
開
き
、値
引
き
の
妥
当

性
に
つ
い
て
検
証
。値
引
き
の
根
拠
資
料

（
見
積
金
額
８
５
０
０
万
円
）の
算
出
内
容

を
審
議
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
が
平
成
30
年
12
月
25
日
に
調
査

し
た
売
却
物
件
の
解
体
・
処
分（
未
登
記
物

件
解
体
・
処
分
費
、キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
処
分
費
、

ア
ス
ベ
ス
ト
解
体
・
処
分
代
を
除
く
）の
費

用
は
１
５
０
０
万
円
余
で
あ
っ
た
が
、売

却
先
か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
書
及
び
世
界

情
勢
の
混
乱（
コ
ロ
ナ
、侵
略
戦
争
等
）に

よ
る
物
価
上
昇
を
考
慮
す
れ
ば
、許
容
で

き
る
範
囲
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、仮
に
２
億
７
千
万
円
を
不
服
と

し
本
件
要
望
を
断
っ
た
場
合
、第
二
順
位

の
購
入
希
望
価
格
は
２
億
２
千
万
円（
要

望
額
比
△
５
千
万
円
）で
あ
る
こ
と
、事
業

内
容（
会
社
概
況
）は「
総
合
建
設
業
、土
地

活
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
」で
あ
り
、現

売
却
先
の
方
が
当
組
合
の
売
却
条
件（
生

活
イ
ン
フ
ラ
）に
適
合
し
て
お
り
、総
合
的

に
売
却
金
額（
値
引
き
）の
調
整
は
許
容
で

き
る
範
囲
で
あ
り
、組
合
員
を
は
じ
め
、地

域
住
民
の
お
役
立
ち
に
貢
献
で
き
る
先
へ

の
売
却
は
、組
織
決
定
と
し
て
相
応
し
い

判
断
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。仮
に
、本
件
売

却
先
の
要
望
を
断
り
、再
募
集
と
し
た
場

合
で
も
、２
億
７
千
万
円
を
上
回
る
保
証

は
な
い
の
で
判
断
に
懸
念
は
な
い
と
思
慮

し
ま
し
た
。

結
果

　

上
記
審
議
を
経
て
、売
却
先
は
現
売
却

決
定
先
、売
却
額
は
２
億
７
千
万
円
と
決

定
し
、５
月
27
日
の
理
事
会
に
報
告
し
ま

し
た
。

そ
の
他

　

売
却
自
体
は
総
代
会
承
認
を
踏
ま
え
た

も
の
で
す
が
、売
却
先
の
最
終
決
定
機
関

は
理
事
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
11
月
30
日

理
事
会
に
て
再
審
議
・
決
議
し
ま
し
た
。

【
事
業
利
益　

推
移
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
】

Ｑ　

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
（
令
和
５
年
３
月
号
･･

Ｐ
３
）
と
議
案
書
（
Ｐ
89
）
と
で
、「
事
業
利

益
推
移
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
大
幅
に

乖
離
し
て
い
る
。断
り
書
き
が
あ
る
に
し

て
も
、乖
離
幅
が
大
き
す
ぎ
る
。

Ａ　

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
掲
載
の
「
事
業
利
益
推

移
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」に
お
け
る
数
値

に
つ
き
ま
し
て
は
、原
稿
入
稿
の
都
合
上
、

令
和
４
年
度
決
算
と
り
ま
と
め
前
、
12
月

中
旬
時
点
の
事
業
利
益
見
込
み
を
基
に
作

成
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、決
算
結
果
に
お
い
て
は
、見
込

み
値
か
ら
６
千
万
円
以
上
上
振
れ
し
、計

画
外
の
期
末
手
当
を
支
給
し
た
う
え
で
、

事
業
利
益
３
８
０
４
万
円（
見
込
み
対
比

プ
ラ
ス
２
５
１
５
万
円
）と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、修
正
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
案
書
（
Ｐ
67
）
に
記
載
し
た
と
お
り
、

成
り
行
き
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は「
直
近

５
年
間
の
実
績
ベ
ー
ス
の
傾
向
」が
今
後

も
継
続
す
る
と
仮
定
し
、計
量
化
し
た
も

の
で
す
の
で
、令
和
４
年
度
事
業
利
益
の

大
幅
ア
ッ
プ
が
そ
の
後
の
試
算
の
上
方
修

正
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、改
善
後
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
も
、住
宅
ロ
ー
ン
を
中
心
に
貸
出

金
残
高
が
積
み
あ
が
っ
て
お
り
、今
後
も

さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る

こ
と
、ま
た
、将
来
的
に
は
緩
や
か
に
金
利

が
上
昇
す
る
と
の
見
込
み
を
折
り
込
み
、

令
和
７
年
以
降
の
貸
出
金
利
息
収
入
を
増

加
さ
せ
た
こ
と
等
に
よ
り
、大
き
く
上
方

修
正
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
利
益
推
移
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、実
績
を
踏
ま
え
、毎

年
度
見
直
し
・
修
正
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望
】

〇
農
業
施
設
（
倉
庫
・
共
同
施
設
）
は
も
ち

ろ
ん
支
店
な
ど
事
業
所
も
か
な
り
修
繕

を
要
す
る
施
設
が
多
い
。計
画
的
な
修

繕
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、早
期
対
応

も
必
要
で
あ
る
。

〇
全
国
的
に
、農
業
経
営
面
で
は
大
規
模

化
が
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、小
規

模
農
家
（
家
族
経
営
、
兼
業
、
定
年
帰
農

等
）へ
の
支
援
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

〇
地
域
ご
と
の
細
や
か
な
農
業
振
興
策
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。
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【
経
済
事
業
】

Ｑ　

肥
料
価
格
高
騰
に
対
し
、

公
的
補
助
事
業
の
申
請
支
援
を

し
た
こ
と
は
分
か
る
が
、Ｊ
Ａ

独
自
の
対
策
は
な
い
の
か
。

Ａ　

供
給
価
格
の
抑
止
の
た
め
、

以
下
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。

①
事
前
予
約
を
い
た
だ
い
た
春

肥
料
に
つ
い
て
は
、肥
料
共

同
購
入
積
立
金
を
取
り
崩
し
、

供
給
価
格
を
維
持
し
ま
し
た
。

②
秋
肥
料
は
、値
上
げ
前
の
大

量
仕
入
れ（
買
い
置
き
）に
よ

り
、値
上
げ
幅
の
圧
縮
に
努

め
ま
し
た
。

③
予
約
注
文（
共
同
購
入
）に
よ

る
価
格
引
き
下
げ
を
図
り
ま

し
た
。

④
秋
肥
料
以
降
は
、手
数
料
設

定
を
弾
力
化
し
、供
給
価
格

抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

⑤
肥
料
大
口
対
策
奨
励
金
の
奨

励
対
象
項
目
を
追
加
し
、購

入
者
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

げ
ま
し
た
。

Ｑ　

今
年
度
の
剰
余
金
処
分
案
に
あ
る
、

主
食
用
米
出
荷
に
対
す
る「
事
業
分
量
配

当
金
」と
は
何
か
。

Ａ　

農
協
法
第
７
条
に「
組
合
は
、そ
の
行

う
事
業
に
よ
っ
て
そ
の
組
合
員
及
び
会
員

の
た
め
に
最
大
の
奉
仕
を
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
あ
り
、
同
条
第
３
項
で
は

「
組
合
は
、農
畜
産
物
の
販
売
そ
の
他
の
事

業
に
お
い
て
、事
業
の
的
確
な
遂
行
に
よ

り
高
い
収
益
性
を
実
現
し
、事
業
か
ら
生

じ
た
収
益
を
も
つ
て
、経
営
の
健
全
性
を

確
保
し
つ
つ
事
業
の
成
長
発
展
を
図
る
た

め
の
投
資
又
は
事
業
利
用
分
量
配
当
に
充

て
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
組
合
の
定
款
第
68
条
第
２
項

に「
組
合
員
の
こ
の
組
合
の
事
業
の
利
用

分
量
に
応
じ
て
す
る
配
当
は
、毎
事
業
年

度
の
剰
余
金
の
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
事

業
年
度
に
お
い
て
取
り
扱
っ
た
物
の
数
量
、

価
額
そ
の
他
事
業
の
分
量
を
参
酌
し
て
組

合
員
の
事
業
の
利
用
分
量
に
応
じ
て
こ
れ

を
計
算
す
る
。」と
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
産
米
の
買
取
価
格
は
８
６
２

０
円（
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
・
Ｊ
Ａ
米
･･
買
取

価
格
８
４
２
０
円
＋
追
加
払
い
２
０
０

円
）と
例
年
に
な
く
低
迷
し
、大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。令
和
４
年
度
は
販

路
拡
大
効
果
も
あ
り
、高
値
販
売
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、１
俵
に
対
し
５
０
０
円
の

事
業
分
量
配
当
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

【
労
務
管
理
】

Ｑ　

職
員
の
中
途
退
職
が
目
に
つ
く
が
、

そ
の
原
因
は
何
か
。

Ａ　

厚
生
労
働
省
の
「
令
和
３
年
雇
用
動

向
調
査
結
果
の
概
況
」（
令
和
４
年
８
月
31

日
）に
よ
る
と
、令
和
３
年
一
般
労
働
者
の

離
職
率
は
11･

１
％
。当
Ｊ
Ａ
の
令
和
４
年

度
の
離
職
率
は
10･

１
％（
職
員
数
２
０
８

名
、退
職
者
数
21
名
）で
す
の
で
、世
間
同

様
、
若
年
層
を
中
心
に
離
職
（
お
よ
び
転

職
）割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、退
職
者
、特
に
年
度
途

中
で
の
退
職
に
つ
い
て
は
、人
材
育
成
や

事
業
の
安
定
的
運
営（
サ
ー
ビ
ス
維
持
・
事

務
リ
ス
ク
の
回
避
・
職
場
内
で
の
相
互
啓

発
・
帰
属
意
識
の
涵
養
な
ど
）の
観
点
か
ら

も
、大
き
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、す
で
に

内
部（
週
次
の
幹
部
職
員
会
議
等
）で
離
職

理
由
等
の
把
握
・
分
析
・
解
消
策
等
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　

想
定
さ
れ
る
退
職
理
由
は
、処
遇
や
労

働
環
境
、組
織
風
土
、対
人
関
係
な
ど
、多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、現
実
で
運
用
可

能
な
手
法
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま

す
。

【
事
業
運
営
】

Ｑ　

「
対
話
」を
重
視
し
た
事
業
展
開
を
志

向
し
て
い
る
が
、組
合
員
の
意
見
反
映
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ　

具
体
的
に
は
、

①
担
い
手（
認
定
農
業
者
等
）を
対
象
と
し

た
役
員
訪
問
活
動
。

②
総
代
・
組
合
員
を
対
象
と
し
た
説
明
会

（
座
談
会
）の
頻
度
増
加（
年
２
回
開
催
）。

③
准
組
合
員
を
対
象
と
し
た
広
報
誌
の
個

別
配
布
及
び
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
制
度

（
新
設
）―

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、同
内
容
・
数
値
目
標
等
に
つ
い
て

は
、議
案
書
Ｐ
90「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
工
程
表

（
数
値
編
）」の「
対
話
・
意
思
反
映
」に
記
載

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、頂
戴
し
た（
主
な
）ご
意
見
・
ご
提

言
に
関
し
て
は
、広
報
誌
等
で
適
宜
回
答
・

開
示
す
る
予
定
で
す
。

【
遊
休
資
産
の
売
却
】

Ｑ　

旧
Ａ
コ
ー
プ
桜
台
店
跡
地
の
売
却
に

つ
い
て
、金
額
修
正
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

経
緯
の
報
告
・
説
明
を
求
め
る
。

Ａ　

昨
年
の
第
35
回
通
常
総
代
会
の
承
認

を
踏
ま
え
、当
Ｊ
Ａ
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
購
入
希
望
先
を
募
り
、５
月
17
日「
常

勤
役
員
会
」に
て
開
札
し
、売
却
先
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

当
方
と
し
て
は
、建
物
自
体
は
無
価
値

で
あ
る
こ
と
か
ら
内
覧（
現
場
確
認
）等
の

機
会
を
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、翌
18
日

に
売
却
決
定
先
よ
り
売
渡
物
件
の
現
地
確

認
の
要
請
を
受
け
、担
当
者
立
ち
合
い
の

も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
日
、購
入
希
望
価
格
変
更
に
関
す
る

要
望
書（
内
容
･･
建
物
部
分
に
関
し
、①
ア

ス
ベ
ス
ト
の
施
工
面
積
が
多
い
、②
敷
地

内
に
未
登
記
物
件
が
存
在
す
る
、③

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
処
分
す
る
必
要
が
あ
る

―

こ
と
か
ら
想
定
よ
り
多
大
な
費
用
が

必
要
と
な
る
。ま
た
、売
却
物
件
地
内
に
建

設
省
所
有
の
用
悪
水
路
が
存
在
し
、建
築

上
規
制
が
あ
る
た
め
、当
初
希
望
価
格
か

ら
１
億
円
を
値
引
き
し
た
、２
億
７
千
万

円
と
し
て
ほ
し
い
）が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、本
件
要
望
書
に
つ
い
て
顧

問
弁
護
士
へ
相
談
し
、
20
日
に
要
望
書
に

係
わ
る
根
拠
資
料（
見
積
書
）の
提
出
を
受

け
、受
理
し
ま
し
た
。

審
議
内
容

　

上
記
要
望
を
踏
ま
え
、５
月
24
日「
第
２

回
常
勤
役
員
会
」を
開
き
、値
引
き
の
妥
当

性
に
つ
い
て
検
証
。値
引
き
の
根
拠
資
料

（
見
積
金
額
８
５
０
０
万
円
）の
算
出
内
容

を
審
議
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
が
平
成
30
年
12
月
25
日
に
調
査

し
た
売
却
物
件
の
解
体
・
処
分（
未
登
記
物

件
解
体
・
処
分
費
、キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
処
分
費
、

ア
ス
ベ
ス
ト
解
体
・
処
分
代
を
除
く
）の
費

用
は
１
５
０
０
万
円
余
で
あ
っ
た
が
、売

却
先
か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
書
及
び
世
界

情
勢
の
混
乱（
コ
ロ
ナ
、侵
略
戦
争
等
）に

よ
る
物
価
上
昇
を
考
慮
す
れ
ば
、許
容
で

き
る
範
囲
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、仮
に
２
億
７
千
万
円
を
不
服
と

し
本
件
要
望
を
断
っ
た
場
合
、第
二
順
位

の
購
入
希
望
価
格
は
２
億
２
千
万
円（
要

望
額
比
△
５
千
万
円
）で
あ
る
こ
と
、事
業

内
容（
会
社
概
況
）は「
総
合
建
設
業
、土
地

活
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
」で
あ
り
、現

売
却
先
の
方
が
当
組
合
の
売
却
条
件（
生

活
イ
ン
フ
ラ
）に
適
合
し
て
お
り
、総
合
的

に
売
却
金
額（
値
引
き
）の
調
整
は
許
容
で

き
る
範
囲
で
あ
り
、組
合
員
を
は
じ
め
、地

域
住
民
の
お
役
立
ち
に
貢
献
で
き
る
先
へ

の
売
却
は
、組
織
決
定
と
し
て
相
応
し
い

判
断
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。仮
に
、本
件
売

却
先
の
要
望
を
断
り
、再
募
集
と
し
た
場

合
で
も
、２
億
７
千
万
円
を
上
回
る
保
証

は
な
い
の
で
判
断
に
懸
念
は
な
い
と
思
慮

し
ま
し
た
。

結
果

　

上
記
審
議
を
経
て
、売
却
先
は
現
売
却

決
定
先
、売
却
額
は
２
億
７
千
万
円
と
決

定
し
、５
月
27
日
の
理
事
会
に
報
告
し
ま

し
た
。

そ
の
他

　

売
却
自
体
は
総
代
会
承
認
を
踏
ま
え
た

も
の
で
す
が
、売
却
先
の
最
終
決
定
機
関

は
理
事
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
11
月
30
日

理
事
会
に
て
再
審
議
・
決
議
し
ま
し
た
。

【
事
業
利
益　

推
移
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
】

Ｑ　

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
（
令
和
５
年
３
月
号
･･

Ｐ
３
）
と
議
案
書
（
Ｐ
89
）
と
で
、「
事
業
利

益
推
移
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
大
幅
に

乖
離
し
て
い
る
。断
り
書
き
が
あ
る
に
し

て
も
、乖
離
幅
が
大
き
す
ぎ
る
。

Ａ　

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
掲
載
の
「
事
業
利
益
推

移
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」に
お
け
る
数
値

に
つ
き
ま
し
て
は
、原
稿
入
稿
の
都
合
上
、

令
和
４
年
度
決
算
と
り
ま
と
め
前
、
12
月

中
旬
時
点
の
事
業
利
益
見
込
み
を
基
に
作

成
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、決
算
結
果
に
お
い
て
は
、見
込

み
値
か
ら
６
千
万
円
以
上
上
振
れ
し
、計

画
外
の
期
末
手
当
を
支
給
し
た
う
え
で
、

事
業
利
益
３
８
０
４
万
円（
見
込
み
対
比

プ
ラ
ス
２
５
１
５
万
円
）と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、修
正
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
案
書
（
Ｐ
67
）
に
記
載
し
た
と
お
り
、

成
り
行
き
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は「
直
近

５
年
間
の
実
績
ベ
ー
ス
の
傾
向
」が
今
後

も
継
続
す
る
と
仮
定
し
、計
量
化
し
た
も

の
で
す
の
で
、令
和
４
年
度
事
業
利
益
の

大
幅
ア
ッ
プ
が
そ
の
後
の
試
算
の
上
方
修

正
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、改
善
後
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
も
、住
宅
ロ
ー
ン
を
中
心
に
貸
出

金
残
高
が
積
み
あ
が
っ
て
お
り
、今
後
も

さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る

こ
と
、ま
た
、将
来
的
に
は
緩
や
か
に
金
利

が
上
昇
す
る
と
の
見
込
み
を
折
り
込
み
、

令
和
７
年
以
降
の
貸
出
金
利
息
収
入
を
増

加
さ
せ
た
こ
と
等
に
よ
り
、大
き
く
上
方

修
正
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
利
益
推
移
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、実
績
を
踏
ま
え
、毎

年
度
見
直
し
・
修
正
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望
】

〇
農
業
施
設
（
倉
庫
・
共
同
施
設
）
は
も
ち

ろ
ん
支
店
な
ど
事
業
所
も
か
な
り
修
繕

を
要
す
る
施
設
が
多
い
。計
画
的
な
修

繕
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、早
期
対
応

も
必
要
で
あ
る
。

〇
全
国
的
に
、農
業
経
営
面
で
は
大
規
模

化
が
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、小
規

模
農
家
（
家
族
経
営
、
兼
業
、
定
年
帰
農

等
）へ
の
支
援
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

〇
地
域
ご
と
の
細
や
か
な
農
業
振
興
策
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。



　
Ｊ
Ａ
は
市
と
連
携
し
、梨
ヘ

ル
パ
ー
育
成
事
業
と
し
て
、帰

農
塾「
梨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

ス
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。今
年

度
は
、地
域
貢
献
に
関
心
を
持

つ
地
域
住
民
や
新
規
就
農
を
視

野
に
入
れ
る
若
者
ら
６
人
が
入

塾
。「
第
20
期
生
」と
し
て
、３
月

下
旬
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
経
て
、４
月
４
日
に
農
業
セ

ン
タ
ー
で
第
１
回
目
の
作
業
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、当
Ｊ
Ａ
職
員
が
講

師
を
務
め
、昨
年
入
塾
し
た
第

19
期
生
と
合
わ
せ
７
人
が
参
加
。

枝
の
役
割
に
応
じ
た
蕾
数
の
調

整
や
結
実
を
考
慮
し
た
花
粉
付

け
の
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
今
後
、摘
果
や
剪

定
な
ど
基
本
的
な
管
理
作
業
を

２
年
間
実
習
し
ま
す
。

▲潰した大豆と塩こうじと混ぜ合わせた団子を打ちつけるよう
　にたるへ投げ込むメンバー

　
女
性
組
織「
さ
い
ひ
ろ
」は
２
月
16・18

日
に
、西
広
公
民
館
で「
み
そ
造
り
講
習

会
」を
開
き
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
は
２
班
に

分
か
れ
、約
32
㌔
の
大
豆
か
ら
み
そ
を
仕
込

み
、た
る
詰
め
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
半
沢
好
枝
代
表
は「
根
気
が
い
る
作
業

や
力
作
業
が
多
い
が
、み
ん
な
で
行
え
る
か

ら
こ
そ
出
来
る
大
切
な
恒
例
行
事
。11
月

頃
に
行
う
み
そ
出
し
が
楽
し
み
」と
、仕
上

が
り
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

恒
例
み
そ
造
り
講
習
会

▲「ジャガイモは乾燥に強く、初心者でも栽培しやすいので
　オススメ」と呼びかける講師

　
果
彩
菜
ち
は
ら
台
店
は
、植
付
実
演
と

栽
培
相
談
会
を
開
き
ま
し
た
。２
月
18
日

に
は
種
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、４
月
16
日
に
は
ト

マ
ト
苗・ナ
ス
苗
と
、植
付
適
期
を
控
え
た

野
菜
の
失
敗
し
な
い
栽
培
ポ
イ
ン
ト
を
受

講
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
家
庭
菜
園
ブ
ー
ム
も
あ
り
、今

後
も
健
常
苗
や
種
の
提
供
と
実
演・相
談

会
を
適
宜
開
催
す
る
予
定
で
す
。

直
売
所
で
実
演
！
作
物
栽
培
の
い
ろ
は

―
 

果
彩
菜　

植
付
実
演
・
栽
培
相
談
会 ―

―
 

女
性
組
織「
さ
い
ひ
ろ
」 ―

▲第19・20期梨ボランティア生が梨作りに欠かせない授粉作業を実習しました
梨
産
地
支
援

ヘ
ル
パ
ー
育
成
実
習

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト

―
 

市
原
市
・
Ｊ
Ａ
の

　
　
　

梨
ボ
ラ
20
期
生 ―
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Ｊ
Ａ
市
原
市
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）を
支
援
し
て
い
ま
す
。

各
出
来
事
に
は
、関
わ
り
の
あ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標（
ア
イ
コ
ン
）」表
示
し
て
い
ま
す
。



▲４月14日には経済部の実地研修で育苗センター業務を体験
　しました

　
Ｊ
Ａ
は
、３
月
13
日
か
ら
17
日
の
５
日
間
、

採
用
内
定
者
研
修
を
行
い
ま
し
た
。研
修
を

受
け
た
採
用
内
定
者
７
人
は
、Ｊ
Ａ
職
員
と

し
て
の
基
礎
知
識
や
マ
ナ
ー
の
習
得
に
励

み
ま
し
た
。

　
ま
た
、４
月
か
ら
は
約
１
月
か
け
、各
事

業
部
が
連
携
し
て
、新
採
用
職
員
７
人
の
着

任
前
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。端
末
を

用
い
た
業
務
の
模
擬
体
験
や
、経
済
店
舗
で

の
実
地
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

新
人
職
員 

総
合
的
な
研
修
で
学
習
中

―
 

採
用
内
定
者
研
修
・
新
採
用
研
修 ―

組
合
員
の
申
告
を
お
手
伝
い

▲親身になって相談を受けました
　
Ｊ
Ａ
は
、２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
、７
会
場
で
令
和
４
年
分
の
確
定
申
告

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。前
年
の
農
業
収

益
の
明
細
や
領
収
書
を
準
備
し
て
来
場
し

た
組
合
員
の
相
談
、延
べ
１
２
４
８
件
の

対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
臨
時
税
理
士
を
は
じ
め
職
員
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
を
し
、

組
合
員
と
申
告
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、

丁
寧
に
対
応
し
ま
し
た
。

―
 

確
定
申
告
相
談 ―

▲手塩に掛けて育てたダイコンを収穫しました

　
市
原
市
立
有
秋
台
南
小
学
校
３
年
生
23

人
は
３
月
17
日
、校
庭
で
育
て
た「
姉
崎
だ

い
こ
ん
」を
収
穫
し
ま
し
た
。児
童
は
地
域

農
業・農
産
物
へ
の
理
解
促
進
を
目
的
に
、

約
１
２
０
本
も
の
ダ
イ
コ
ン
を
、昨
年
11

月
中
旬
か
ら
校
庭
内
の
畑
で
栽
培・観
察
。

指
南
役
は
、主
力
生
産
団
体「
姉
崎
蔬
菜
組

合
」の
泉
水
和
浩
さ
ん
で
、同
小
学
校
О
Ｂ

の
よ
し
み
で
、15
年
前
か
ら
指
導
を
続
け

て
い
ま
す
。

母
校
で「
姉
崎
だ
い
こ
ん
」栽
培
指
導

―
 

市
原
市
立
有
秋
台
南
小
学
校
３
年
生 ―

▲他県のイチジク産地が発表した防除対策など効果的な防除
　方法を学びました

　
市
原
市
農
業
振
興
協
会
無
花
果
部
は
３

月
23
日
、農
業
セ
ン
タ
ー
で
イ
チ
ジ
ク
病
害

虫
防
除
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。部
会
員
22

人
が
前
シ
ー
ズ
ン
の
病
害
虫
の
発
生
状
況

と
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
月
22
日
に
は
同
協
会
果
樹
部
が

梨
栽
培
講
習
会
を
行
い
、定
植
し
た
梨
の
苗

木
の
生
育
促
進
技
術
な
ど
を
部
会
員
35
人

が
学
び
ま
し
た
。

次
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
講
習
会

―
 

農
林
業
振
興
協
会
無
花
果
部
・
果
樹
部 ―

い
ち
じ
く
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直
売
所
の
活
性
化
と
認
識
共
有

　

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、直
売
所
に
出

荷
す
る
生
産
者
の
交
流
を
密
に
し
、気
兼
ね

な
く
栽
培
や
出
荷
、直
売
所
に
関
す
る
意
見

交
換
が
で
き
る
場
を
設
け
、直
売
所
の
活
性

化
を
は
か
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、消
費
者
の
信
頼
に
応
え
安
全
で
安

心
な
市
原
市
産
の
農
産
物
を
持
続
的
・
安
定

的
に
供
給
で
き
る
よ
う
生
産
者
と
直
売
所

ス
タ
ッ
フ
が
認
識
を
共
有
す
る
目
的
も
あ

り
ま
す
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
と
均
一
品
質
に
力
を

　

近
隣
ス
ー
パ
ー
に
な
い
新
鮮
野
菜
を
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
品
質
で
、安
全
・
安

心
に
販
売
す
る
た
め
、部
会
員
間
で
均
一
品

質
の
出
荷
に
力
を
入
れ
、定
期
的
に
講
習
会

等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
部
会
員 

多
く
の
魅
力

　

直
売
部
会
は
Ｊ
Ａ
市
原
市
の
組
合
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、直
売
所
に
農
産
物
等
を

出
荷
す
る
生
産
者
の
組
織
と
な
っ
て
い
ま

す
。父
か
ら
畑
を
引
き
継
い
だ
生
産
者
や
定

年
退
職
を
機
に
近
隣
の
荒
廃
農
地
を
解
消

し
よ
う
と
始
め
た
生
産
者
な
ど
、様
々
な
部

会
員
が
い
ま
す
。

　

直
売
所
の
売
り
場
に
直
接
商
品
を
搬
入

で
き
、消
費
者
と
直
接
会
話
で
き
る
機
会
が

あ
る
こ
と
、土
壌
や
希
少
な
農
産
物
の
栽
培

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
相
談
が
で
き
る
こ

と
、ま
た
、生
産
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
活
発
で
あ
り
、多
様
な
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
参
加
で
き
る
こ
と
も
部
会
の
魅
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

JA市原市農産物直売部会
／旬の農産物など

JA市原市農産物直売部会
／旬の農産物など

順位＼月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1位 菜花 ブロッコリー ブロッコリー タケノコ スナップ
エンドウ インゲン ナス ナス ナス ナス ネギ サトイモ

2位 ホウレンソウ ホウレンソウ 菜花 ふき ふき 新ジャガイモ キュウリ 梨 梨 サトイモ ホウレンソウ ネギ

3位 ダイコン 菜花 ホウレンソウ 菜花 キヌサヤ キュウリ ウリ キュウリ ラッカセイ
(おおまさり)

ラッカセイ
(おおまさり) 柿 ホウレンソウ

4位 ブロッコリー ダイコン ダイコン ニンジン タケノコ ズッキーニ ピーマン オクラ キュウリ ネギ サトイモ ダイコン

5位 ネギ ふきのとう のらぼう菜 ダイコン ソラマメ ネギ トマト ウリ オクラ キュウリ ダイコン ブロッコリー

果彩菜月別産直品出荷数ランキング ―
上位5位まで

令和４年度
―

協同の力、農業の力
協同の力、農業の力
市原市の農業は、正組

合員で構成される農
家組織、

組合員組織（通称：部
会）によって支えられ

ています。

ここでは、市原市内に
存在する部会の活動

内容や

生産物を紹介していま
す！

市原市の農業は、正組
合員で構成される農

家組織、

組合員組織（通称：部
会）によって支えられ

ています。

ここでは、市原市内に
存在する部会の活動

内容や

生産物を紹介していま
す！

創　設　年　月　平成30年10月
代　表　者　名　藤野正一　部会長
部　会　人　数　178名（３月末現在）
部会の活動内容　園芸まつり・いちはら大
　　　　　　　　収穫祭等の出店、直売所
　　　　　　　　イベント参加、役員会、
　　　　　　　　研修会等
年 間 出 荷 数　約20万点（令和４年度）

創　設　年　月　平成30年10月
代　表　者　名　藤野正一　部会長
部　会　人　数　178名（３月末現在）
部会の活動内容　園芸まつり・いちはら大
　　　　　　　　収穫祭等の出店、直売所
　　　　　　　　イベント参加、役員会、
　　　　　　　　研修会等
年 間 出 荷 数　約20万点（令和４年度）



　
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
根
に
は
、根
粒
菌
が

共
生
し
、空
気
中
の
窒
素
を
植
物
に
供

給
す
る
た
め
、窒
素
の
少
な
い
土
壌
で

も
生
育
で
き
ま
す
。温
暖
地
で
は
種
ま

き
適
期
は
５
月
中
旬
～
６
月
中
旬
で
す
。

﹇
品
種
﹈ゆ
で
豆
向
き
に
は
、早
生
の「
郷

の
香
」、晩
生
の「
お
お
ま
さ
り
」な
ど
が

あ
り
ま
す
。煎
り
豆
向
き
で
晩
生
の「
千

葉
半
立
」、中
生
の「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」、

や
や
早
生
で
最
近
育
成
さ
れ
た
「
Ｑ

な
っ
つ
」が
あ
り
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈事
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り

苦
土
石
灰
１
５
０
ｇ
を
菜
園
全
体
に
散

布
し
て
耕
し
て
お
き
ま
す
。深
さ
20
～

30
㎝
の
溝
を
70
～
80
㎝
間
隔
で
掘
り
、

溝
１
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各

成
分
10
％
）１
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏
と

を
施
し
、土
と
よ
く
混
ぜ
、溝
を
埋
め
戻

し
ま
す（
図
１
）。窒
素
が
多
過
ぎ
る
と

「
木
ぼ
け
」し
、実
の
付
き
が
悪
く
な
る

た
め
、野
菜
の
後
作
で
は
肥
料
を
控
え

め
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

﹇
種
ま
き
﹈土
を
盛
り
上
げ
て
幅
30
㎝
程

度
の
畝
を
立
て
、種
は
25
～
30
㎝（「
お

お
ま
さ
り
」は
50
～
60
㎝
）の
間
隔
で
２

粒
ま
き
ま
す
。（
図
２
）。鳥
よ
け
は
、ト

ン
ネ
ル
状
に
ネ
ッ
ト
を
掛
け
る
か
、不

織
布
で
べ
た
掛
け
を
し
ま
す
。ま
た
、釣

り
糸
を
上
部
に
張
る
と
、カ
ラ
ス
は
羽

が
糸
に
触
れ
る
こ
と
を
嫌
う
た
め
、飛

来
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、畑

の
都
合
や
鳥
害
回
避
の
た
め
に
、小
型

ポ
ッ
ト
で
本
葉
２
枚
く
ら
い
ま
で
生
苗

を
し
て
か
ら
植
え
付
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

﹇
灌
水
﹈発
芽
ま
で
は
十
分
与
え
、そ
の

後
は
や
や
乾
か
し
気
味
に
し
ま
す
が
、

夏
の
乾
燥
は
実
の
太
り
に
影
響
す
る
の

で
灌
水
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

﹇
土
寄
せ
﹈開
花
後
に
株
元
に
土
寄
せ
を

し
ま
す
。こ
の
土
寄
せ
は
子
房
柄
が
地

中
に
入
り
や
す
く
す
る
た
め
で
す（
図

３
）。

﹇
病
害
虫
防
除
﹈コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫

が
、さ
や
を
食
害
す
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。掘
り
取
っ
た
と
き
に
幼
虫
が
い
た

ら
捕
殺
し
て
く
だ
さ
い
。次
年
度
以
降

は
、フ
ォ
ー
ス
粒
剤
な
ど
で
防
除
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
収
穫
﹈ゆ
で
豆
向
き
品
種
で
は
、「
郷
の

香
」は
開
花
期（
株
全
体
の
半
数
に
開
花

が
始
ま
っ
た
と
き
）か
ら
お
よ
そ
70
日
、

「
お
お
ま
さ
り
」で
お
よ
そ
85
日
の
さ
や

が
十
分
に
肥
大
し
た
頃
で
す
。煎
り
豆

向
き
で
は
、「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」「
Ｑ
な
っ

つ
」は
お
よ
そ
80
日
、「
千
葉
半
立
」は
さ

や
が
膨
ら
み
、網
目
が
は
っ
き
り
と
見

え
た
95
日
頃
で
、中
の
豆
の
皮
が
茶
色

に
着
色
し
て
い
ま
す
。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

ラ
ッ
カ
セ
イ
　
ゆ
で
れ
ば
甘
く
、煎
れ
ば
香
ば
し
い

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

い

か
ん
す
い

JAだより
2023.05

9

春期農繁期営業日のお知らせ春期農繁期営業日のお知らせ
◆営農センター 通常営業時間　午前９時～午後５時　　農繁期営業時間　午前９時～午後４時

※南部営農センターの通常営業日には、旧高滝営農センター前でも野菜苗の野菜苗の販売を行っています（午前９時～午後３時）。

【お問合せ】
中央営農センター
中央営農センター北部店
東海営農センター
南部営農センター
西部営農センター
ジャスポート高滝
養老給油所
農機センター

☎（36）3301
☎（75）7911
☎（21）1510
☎（92）4811
☎（61）8747
☎（98）0436
☎（36）3316
☎（92）5650

中央営農センター

中央営農センター北部店

東海営農センター

南部営農センター

西部営農センター

4/22 23 24 25 26 27 28 29 30 5/1 2 3 4 5

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

△ △ 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 △ × ×

△ × 〇 〇 〇 〇 〇 △ × 〇 〇 × × ×

◆給油所 通常営業時間　午前８時～午後７時　　農繁期営業時間　午前８時～午後５時

ジャスポート高滝

養老給油所

4/22 23 24 25 26 27 28 29 30 5/1 2 3 4 5

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

◆農機センター  通常営業時間　午前９時～午後５時　　農繁期営業時間　午前９時～午後４時

農機センター

4/22 23 24 25 26 27 28 29 30 5/1 2 3 4 5

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

△ △ 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 × × ×

〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 △ × ×

△ × 〇 〇 〇 〇 〇 △ × 〇 〇 × × ×

△ × 〇 〇 〇 〇 〇 △ × 〇 〇 × × ×

△ × 〇 〇 〇 〇 〇 △ × 〇 〇 △ × ×

　※　〇：通常営業日　　△：農繁期営業日　　×：休業日

今
年
も
元
気
な
夏
野
菜
苗
が
入
荷
し
ま
し
た
。

お
近
く
の
営
農
セ
ン
タ
ー
・
JA
直
売
所
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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税理士・行政書士 満塩美穂

税金ワンポイント講座税金ワンポイント講座

【支店】　本店営業　（23）8611　　三和支店　（36）1331
　　　　八幡支店　（41）0655　　五井支店　（21）0171　　
　　　　市津支店　（74）2111　　南総支店　（92）1241
　　　　月崎支店　（96）0003　　姉崎支店　（61）0073

出資金名義、組合員資格などの変更が生じた
場合は、最寄りの支店までご連絡ください。

相
続
税
の

　
　
生
前
贈
与
加
算
の
改
正

　

相
続
、遺
贈（
遺
言
で
財
産
を
他

人
に
無
償
で
譲
与
す
る
こ
と
）な

ど
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
人

が
、被
相
続
人(

亡
く
な
っ
た
人)

か
ら
相
続
開
始
前
３
年
以
内
に
暦

年
課
税（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
に
贈
与
さ
れ
た

財
産
の
合
計
額
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
る
課
税
方
式
）の
贈
与
を
受
け

て
い
た
と
き
は
、そ
の
贈
与
を
受

け
た
財
産
は
相
続
財
産
に
加
算
す

る
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
、贈
与
税
の
申
告
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、含
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、暦
年
課
税

の
１
１
０
万
円
以
内
の
贈
与
も
相

続
財
産
に
加
算
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。な
お
、贈
与
税
の
申
告
を
し

て
い
た
場
合
の
贈
与
税
額
は
、加

算
さ
れ
た
人
の
相
続
税
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
開
始
前
３
年
以
内
と
い
う

と
い
う
の
は
、死
亡
の
日
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
３
年
前
の
日
か
ら
死

亡
の
日
ま
で
の
間
を
指
し
ま
す
。

こ
の
相
続
開
始
前
３
年
以
内
の
適

用
が
、令
和
５
年
の
税
制
改
正
で
、

令
和
６
年
１
月
１
日
以
後
は
４
年

分
延
長
さ
れ
、７
年
以
内
の
適
用

と
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、延
長
さ

れ
た
４
年
目
か
ら
７
年
目
の
４
年

間
に
受
け
た
贈
与
に
つ
い
て
は
総

額
１
０
０
万
円
ま
で
相
続
財
産
に

加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

書　 影書　 影

出典：財務省ウェブサイト）
https://www.mof.go.jp/tax_policy/
publication/brochure/zeisei23.html

　組合員の皆さまに、現在の組合員資格に変動が生じた場合は、定款第15条【資格変動の申出】の定めるところにより、書面に
てお届けいただくことになっております。
　つきましては、下記のいずれかに該当する場合は、お手数ですが最寄りの支店窓口までご連絡をお願いいたします。

①住所または氏名の変更
②組合員資格の喪失
　（死亡、市外転居等）
③正組合員・准組合員の資格変動

正組合員の資格
（1）10a以上の土地を耕作し、住所またはその

経営にかかる土地・施設がＪＡ市原市管内
にある方

（2）1年のうち90日以上農業に従事し、住所ま
たはその農業にかかる土地・施設がＪＡ市
原市管内にある方

※法人には別の定めがあります。

准組合員の資格
（1）ＪＡ市原市管内に住所があり、ＪＡ事業を継続し

てご利用いただける方
（2）ＪＡ市原市管内に勤務地があり、1年以上継続し

て貸付・貯金・購買・共済のいずれかの事業を利
用しており引き続きご利用していただける方

（3）ＪＡ市原市管外に住所があり、1年以上継続して
購買・販売のいずれかの事業を利用しており、引
き続きＪＡ事業をご利用していただける方

菜
の
花
の
な
の
は
な
の
中
ト
ロ
ッ
コ
で

池
和
田　

笠
原
ふ
み
子

熱
か
ん
や
少
し
は
嘘
も
ま
ぜ
な
が
ら

五
井
西　

永
島　

育
代

奥
庭
の
し
だ
れ
白
梅
深
会
釈

不
入
斗　

小
出　

欣
幸

家
族
寄
る
笑
顔
の
ま
ん
な
か
猫
が
い
る

田　

淵　

田
渕　

花
子

遅
く
て
も
春
の
お
と
ず
れ
我
が
家
に
も

徳　

氏　

辺
田
野
山
兵

フ
レ
イ
ル
を
心
の
す
み
に
囲
碁
散
歩

田　

淵　

森
宮　

祟
夫

落
椿
ゴ
ミ
置
き
周
り
を
彩
り
て

磯
ヶ
谷　

柴
崎　

勝
美

ぽ
っ
こ
り
お
腹
八
十
八
夜
の
立
鏡

廿
五
里　

紅　

は
る
か

雷
雨
止
み
薄
陽
こ
ぼ
れ
し
苗
を
見
る

古
敷
谷　

鎌
滝
貴
美
子

職
業
に
貴
賤
な
け
れ
ど
そ
れ
に
就
く

　

人
に
貴
賤
の
あ
る
が
世
の
中

米　

原　

桃
花　

流
水

闇
バ
イ
ト
入
っ
て
み
た
ら
真
っ
暗
だ

　

抜
け
出
し
不
能
の
蟻
地
獄
待
つ

田　

淵　

鈴
木　

重
人

母
逝
き
て
四
十
年
で
今
だ
届
く

　

干
支
歳
の
母
の
師
範
の
名
簿

椎　

津　

布
施　

昌
子

空
青
く
雲
の
流
る
る
佐
久
間
ダ
ム

　

頼
朝
桜
は
み
ご
と
に
咲
き
お
り

野　

毛　

中
川　

京
子

狭
庭
に
も
春
の
訪
れ
早
々
と

　

紅
梅
白
梅
咲
き
乱
れ
い
る

神　

代　

立
野　

廣
幸

そ
の
昔
ギ
ャ
ン
グ
エ
イ
ジ
の
占
拠
の
場

　

苔
む
す
境
内
今
影
も
な
し

南
岩
崎　

赤
石　
　

功

校
庭
に
コ
ス
モ
ス
咲
き
し
校
長
が

　

今
も
残
る
し
「
み
だ
れ
」
の
言
葉

高　

滝　

日
野　

惠
司

お
れ
は
い
い
お
前
は
逃
げ
ろ
と
父
の
言

　

津
波
の
教
訓
語
る
町
長

佐　

是　

平
野
十
四
夫

う
ら
ら
か
な
日
差
し
を
背
な
に
畝
づ
く
り

　

鍬
の
柄
支
え
に
春
を
吸
い
こ
む

古
敷
谷　

鎌
滝　

文
彦

雨
音
の
少
し
強
さ
に
怯
む
れ
ば

　

滴
る
小
枝
に
木
蓮
咲
き
ぬ

奉　

免　

石
井　

あ
さ

四
階
の
窓
よ
り
見
下
ろ
す
山
桜

　

今
年
の
最
後
と
ゆ
る
り
眺
め
る

古
敷
谷　

鎌
滝　

久
子

う
す
び

令和６年１月１日以降の贈与

改正前

改正後

組合員資格のご確認をお願いいたします
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気
象
予
報
士
●
檜
山
靖
洋

　
５
月
の
連
休
の
頃
に
な
る
と
、学
校
の
運
動

会
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、屋
外
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
、思
わ
ぬ
日
焼
け
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ま
だ
真
夏
ほ
ど
蒸
し
暑
く
な
い
た
め

油
断
し
が
ち
で
す
が
、５
月
の
日
差
し
の
強
さ

は
、真
夏
と
同
じ
く
ら
い
で
、紫
外
線
も
十
分
強

い
で
す
。外
を
歩
く
と
き
は
日
陰
を
選
び
た
い

で
す
ね
。

　
ケ
ヤ
キ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
街
路
樹
の
葉
は
、

春
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、日
差
し
を
遮

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。冬
に
は
地
面
全

面
に
日
が
当
た
っ
て
い
た
歩
道
も
、こ
の
時
期

は
大
部
分
が
日
陰
に
な
っ
て
い
ま
す
。街
路
樹

の
葉
が
日
傘
の
役
割
を
し
て
、紫
外
線
か
ら

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、樹
木
が
出
す
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と
い

う
良
い
香
り
の
物
質
に
よ
り
、ス
ト
レ
ス
が
軽

く
な
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。こ
の
時
期
は
湿
度

が
ま
だ
低
い
た
め
、日
差
し
を
避
け
れ
ば
、と
て

も
す
が
す
が
し
い
空
気
が
味
わ
え
ま
す
。街
路

樹
が
並
ぶ
通
り
を
歩
く
の
が
気
持
ち
の
い
い
季

節
で
す
。

街
路
樹
に
守
ら
れ
癒
や
さ
れ

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

Ｃ

Ｅ

17

18

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？Ｑ

■ヨコのカギ

端午の節句に食べるものの１つ
竹林が似合う猛獣
―感のある３Ｄ映像
母の日に贈るカーネーションの、定番
の色の１つ
大正の１つ前の年号です
害獣や害虫を追い払うこと
淡水と海水が混じり合ったもの
鳴門海峡のものが有名
校内で「走らないように」と注意され
やすい場所
京都三大祭の１つ、―祭は５月15日
に行われます
煮切って使うこともある調味料
メロンやスイカはこの仲間
街を―もなくうろついた

１
２
３
４

５
７
10
12
13

14

17
19
20

■タテのカギ

■出題　ニコリ頭の体操

正解者の中から抽選で５名様に
記念品をプレゼントします

★応募方法
ハガキに①答え②住所③氏名④年齢⑤職業⑥電話
番号⑦ＪＡや本誌に対するご意見、ご要望―など
を記入のうえ、下記までお寄せください。webからの
応募も可能です。

宛先　〒290-0073　市原市国分寺台中央１-７-３
　ＪＡ市原市「ＪＡだより」係

◆締切：令和５年５月末日必着

◆発表：令和５年７月号誌上

☆本誌への投稿・応募に際して取得した個人情報は、
「個人情報保護法」に基づいて取り扱います。なお、プレ
ゼント当選者・文芸欄採用者については、お名前など
を掲載させていただきます。

２
６
８
９
10
11
15
16
18

20
21

ザッと降ってサッとやみます
変わると寝付けない人も
お稲荷さんの―はキツネです
桃太郎のお供をした鳥
南の反対側
田んぼへ―から水を引き入れた
小野妹子が遣わされた国
潮干狩りに出かける所
12星座占いで５月生まれの人は―座
か双子座です
夜になると家々にともります
―ヤマネコは特別天然記念物です

７

Ｂ

９

８ 12 15

７

２

20

10

10

２

３

13

８

14

11 19

16

５

21１ ６

◆３月号の答え

ご当選おめでとうございます♪

（応募総数45通、正解45通）

Ｂ

チ
Ａ

イ
Ｃ

ゴ
Ｄ

ガ
Ｅ

リ でした

監　査　室
総　務　部
経営企画部
金　融　部




（23）8555

【本店】 共　済　部　 （36）6611

経　済　部　 （36）5811

葬 　 　 祭 　 　 部　（95）4444
J A ホ ー ル 市 原　（40）4444
J A ホ ー ル 南 総　（92）4949
JAメモリアルホール南総　（92）3737

Ｄ

イ
Ａ

リ
Ｅ

ナ
15

ギ

ス

タ
16

チ

マ

Ｄ
ン

ダ
８

イ ヤン

チ
７

ク
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ハ
20

ミ
４

シ
２

ヨ
12

マハ
17

ス
10

ナ

リ
９

モ
３

４

グウ

コト
７

ラ

ホ
13

ス
11

14

タ
18

ス
５

リ

ル
19

ヒ
１

ガ
６

Ｂ

ゴ
Ｃ

長谷川弥生さん（菊間）　花崎　功一さん（八幡）

伊東　正晃さん（大桶）　金澤　京子さん（米原）

鶴田ちず子さん（天羽田）

※

投
稿
作
品
は
読
み
や
す
い
字
で
記
入
し
、

振
り
仮
名
を
付
け
、
令
和
５
年
５
月
末
日

ま
で
に
11
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
な
お
、
匿
名
希
望
の
方
は
、
俳
号
・

雅
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
を
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

※

投
稿
作
品
は
弊
誌
７
月
号
（
令
和
５
年
６

月
発
行
）
に
て
掲
載
予
定
で
す
。

※

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

職
業
に
貴
賤
な
け
れ
ど
そ
れ
に
就
く

　

人
に
貴
賤
の
あ
る
が
世
の
中

米　

原　

桃
花　

流
水

闇
バ
イ
ト
入
っ
て
み
た
ら
真
っ
暗
だ

　

抜
け
出
し
不
能
の
蟻
地
獄
待
つ

田　

淵　

鈴
木　

重
人

母
逝
き
て
四
十
年
で
今
だ
届
く

　

干
支
歳
の
母
の
師
範
の
名
簿

椎　

津　

布
施　

昌
子

空
青
く
雲
の
流
る
る
佐
久
間
ダ
ム

　

頼
朝
桜
は
み
ご
と
に
咲
き
お
り

野　

毛　

中
川　

京
子

狭
庭
に
も
春
の
訪
れ
早
々
と

　

紅
梅
白
梅
咲
き
乱
れ
い
る

神　

代　

立
野　

廣
幸

そ
の
昔
ギ
ャ
ン
グ
エ
イ
ジ
の
占
拠
の
場

　

苔
む
す
境
内
今
影
も
な
し

南
岩
崎　

赤
石　
　

功

校
庭
に
コ
ス
モ
ス
咲
き
し
校
長
が

　

今
も
残
る
し
「
み
だ
れ
」
の
言
葉

高　

滝　

日
野　

惠
司

お
れ
は
い
い
お
前
は
逃
げ
ろ
と
父
の
言

　

津
波
の
教
訓
語
る
町
長

佐　

是　

平
野
十
四
夫

う
ら
ら
か
な
日
差
し
を
背
な
に
畝
づ
く
り

　

鍬
の
柄
支
え
に
春
を
吸
い
こ
む

古
敷
谷　

鎌
滝　

文
彦

雨
音
の
少
し
強
さ
に
怯
む
れ
ば

　

滴
る
小
枝
に
木
蓮
咲
き
ぬ

奉　

免　

石
井　

あ
さ

四
階
の
窓
よ
り
見
下
ろ
す
山
桜

　

今
年
の
最
後
と
ゆ
る
り
眺
め
る

古
敷
谷　

鎌
滝　

久
子
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12【直売所】　農産物直売所果彩菜ちはら台店　（52）7000 
　　　　　五井Ａマート　　　 　　　　　 （21）8010

【給油所】　養老給油所　　　　　　　　　　☎（36）3316
　　　　　ジャスポート高滝　　　　　　　☎（98）0436

【㈱市原市農協サービス】　資産管理センター　  （24）2621

果彩菜ちはら台店
公式インスタグラム

旬のおいしさ いただきます！旬のおいしさ いただきます！ Vol.7

みんな
来て
果彩菜
くださいな

お茶香る和風ジャーマンポテト！お茶香る和風ジャーマンポテト！

「茶葉入りジャーマンポテト」「茶葉入りジャーマンポテト」
　お茶を飲んだ後、茶葉を捨ててしまうのはもっ
たいない！お茶を楽しんだ後すぐにキッチン
ペーパーなどで水分を絞り、ラップに包んで冷蔵
庫に入れておくと衛生的にお茶がらを作れます。

材料（２人分）
❶ジャガイモは皮をむいて8つのくし切りに、タマネギは5㎜程度
の薄切り、ベーコンは1cm幅に切り分けておく。
❷切ったジャガイモをレンジで7～ 8分程度、火が通るまで加熱
する。
❸フライパンに油をしき、タマネギを炒める。タマネギがしんなり
したら、ベーコン、ジャガイモの順に加えて炒める。
❹コンソメ、お茶がらを加え全体に回るように炒める。
❺塩・こしょうで味をととのえて完成。

５月は新タマネギや新ジャガイモが出荷されます！
新タマネギは３～５月、新ジャガイモは５～６月が旬！どちらも頻繫に使われる食材。
この機会に地元食材で一品いかがでしょうか？

５月２日は緑茶の日！
茶摘みの最盛期「八十八夜」が由来の記念日です。
果彩菜ちはら台店では茶葉の他に、ペットボトル飲料やティーバッグなど
も取り扱っています。出荷者の方お手製のお団子やお漬物は、お茶請けに
ピッタリです（状況によって入荷がない場合もございます）。

ジャガイモ（中）…………………… 
タマネギ（中）………………………
ベーコン……………………………
コンソメキューブ…………………
お茶がら……………………………
塩・コショウ ………………………
油……………………………………

３個（300ｇ）
１個（200ｇ）
２～３切れ
１個
１回分
適量
適量

果彩菜ちはら台店は５月３日（水・祝）臨時営業いたします。
五井Ａマートは５月６日（土）臨時休業いたします。

直売所ゴールデンウイーク中の営業・休業のお知らせ

★農産物直売所果彩菜ちはら台店　【休業日】水曜
★五井Ａマート　　　　　　　　　【休業日】日曜・祝日
【営業時間】10月～５月：午前９時30分～午後４時

６月～９月：午前９時30分～午後５時



インフォメーション
information

営業期間　４月29日（土）～５月７日（日） 期間限定営業
場　　所　「アートハウスあそうばらの谷」朝生原1083-1

営業時間　ＡＭ11：00 ～ＰＭ2：00（ラストオーダー） 

小湊鉄道【養老渓谷駅】より徒歩８分

大人気
看板メニュー 養老渓谷カレー 梨っ娘ソース

　　の焼肉定食
あべかわ餅
いそべ餅 他

姉崎だいこんの
　　お漬物 など
　　　各種産直品

※ペット連れも安心、野外テーブル席ご利用可です♥

JA市原市女性組織　おもいでの家JA市原市女性組織　おもいでの家

おもいでの家おもいでの家
地元産食材にこだわり、安心で懐かしい「お母さんの味」をぜひ食べに来てください。地元産食材にこだわり、安心で懐かしい「お母さんの味」をぜひ食べに来てください。

農家レストラン農家レストラン

晴れの時

アートハウス
あそうばらの谷 内

おもいでの家

肥料価格高騰対策（春肥）のごあんない
◎変更点
・支援の対象となる肥料(春肥)の購入期限
令和４年11月～令和５年２月　→　令和４年11月～令和５年５月
・春肥の価格上昇率が1.4となりました。
・申込期限については６月以降となりますが、決定次第お知らせします。

１．支援の内容
化学肥料低減の取り組みを行ったうえで前年度から増加した肥料費について、
その９割（国７割+県２割）を支援金として交付します。

２．申請に必要なもの
①春肥（令和４年11月～令和５年５月）として購入した肥料の種類、数量、購入費が
　分かるもの（領収書・請求書など）
②化学肥料低減計画書（価格肥料低減に向けた取組に２つ以上取り組むこと）

＝ － 0.9×支援金 当年の肥料費
当年の肥料費 ÷ 価格上昇率 ÷ 使用量低減率

統計データ
を基に決定 0.9

1.4

（注）●申請先は「肥料を購入した店舗」となりますので、当ＪＡの支援対象者は、
①ＪＡから肥料を購入している農業者、 ②農産物の販売実績のある農業者―になります。

●化学肥料低減への取り組みについては、取組報告書を後日提出していただきます。
●本内容は令和５年4月13日現在のものです。制度概要や申請手続き（必要書類や申請期限など）など今後変更 とな
る可能性がありますので、千葉県農業再生協議会のホームページをご覧いただき、必ず最新情報をご確認ください。

【お問合せ先】経済部または、最寄りの営農センターまで

JAだより
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13 JAへの
お問合せ先

【センター】　中央営農センター　　　　　（36）3301
　　　　　　中央営農センター北部店　　（75）7911
　　　　　　東海営農センター　　　　　（21）1510
　　　　　　南部営農センター　　　　　（92）4811

南部営農センタージャスポート高滝店　（98）0411
西部営農センター　　　　　　　（61）8747
農機センター　　　　　　　　　（92）5650
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14●葬　祭
ＪＡ市原市葬祭部　☎（９５）４４４４
０１２０（０４３）６７６

●ＪＡカードの紛失・盗難
NICOS盗難紛失受付センター　０１２０（１５９）６７４
※24時間年中無休

●ＬＰガス
㈱ＪＡ-ＬＰガス情報センター
０１２０（１８２）５７１

不要育苗箱・肥料袋 無料回収します
　管内組合員を対象に不要になった育苗箱・肥

料袋の回収を実施いたします。回収をご希望さ

れる方は、各営農センターにて所定の申込書に

必要事項を記入してお申込みください。

【申込期間】 ６月５日（月）～６月16日（金）

【回収対象】 水稲用育苗箱（稲の苗箱）、肥料袋

【回収日時】 ６月22日（木）午前９時～ 11時

　　　　　 ６月29日（木）午前９時～ 11時

【回収場所】
22日　北部管内　旧北部営農センター（潤井戸）

　　　南部管内　南部ライスセンター（下矢田）

　　　高滝管内　南部ライスセンター（下矢田）

29日　中央管内　中央営農センター（山田）

　　　東海管内　五井育苗センター（平田）

　　　西部管内　五井育苗センター（平田）

※お申込みの際は印鑑（認印）をご持参願います。

※回収日後のお申込みはお受けできませんので

ご了承ください。

【お問合せ先】　経済部・各営農センター

健康診断のお知らせ
　ＪＡでは、組合員とその家族・地域住民が健康

で豊かな生活を送れるよう【集団検診】【巡回人

間ドック】を行っています。

【必須コース】
６月12日（月）　午前　三和支店

６月13日（火）　午前　三和支店

６月14日（水）　午前　東海営農センター

６月20日（火）　午後　加茂公民館

６月21日（水）　午前　南総支店

６月22日（木）　午前　五井支店

【巡回人間ドックコース】
６月13日（火）　午後　三和支店

６月20日（火）　午前　加茂公民館

※太字箇所は前号掲載内容からの変更箇所

【お問合せ先】　各営農センター・各支店

市原市の費用助成を受けられます
　対象者は、市原市役所国民健康保険課より受

診券が「きみどり色の封筒」で届きます。詳しく

は、『ＪＡの集団検診を希望している旨』をお伝

えの上、市原市役所国民健康保険課　特定健診

係☎（23）1185へお問合せください。

市原市からのお知らせ
令和５年度農作業別標準賃金表
　市原市農業委員会では、農作業をお願いするときの目安となる標準額を定
めており、今年度の標準額は以下のとおりです。

　この金額は30ａの圃場整備された区画を想定して設定したものですの
で、実際の金額は委託者と受託者で農地の条件を考慮し協議の上、決定して
ください。また、作業受託者が機械を持ち込んだ場合の賃金額とします。

農作業別（手作業）標準賃金額
　1 日の実労働時間は8 時間として標準賃金を算定しています。

機械による作業別標準料金額

【お問合せ先】市原市農業委員会事務局　☎（23）9837

作業区分 標準賃金（1日当たり） 作業区分 標準賃金（1日当たり）

田植え 10,000円 畑作業一般 9,000円

水田作業補助 9,500円 果樹収穫 8,700円

稲刈り 10,000円

作業区分 標準料金 備　考

水田耕起 トラクター 6,500円 10ａ当たりで、1回分料金とします。

代かき トラクター 7,700円 10ａ当たりで、荒代と植代を含めた料金とします。

くろ塗り トラクター 38円 １ｍ当たりとします。

植え付け 田植え機 7,200円 10ａ当たりで、1回分料金とします。

刈り取り バインダー 8,800円 10ａ当たりで、1回分料金とします。

脱　穀 ハーベスター 6,400円 10ａ当たりで、1回分料金とします。

刈取脱穀 コンバイン 18,800円 10ａ当たりで、1回分料金とします。

乾燥調整 2,700円 60kg当たりとします。

育　苗 稚苗 790円
１箱当たりとします。

中苗 850円

令和４年 市原市賃借料情報
　令和４年１月から12月までに締結（公告）された賃貸
借における賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりと
なっております。

※事例過少または事例のない地区は未掲載。
※水稲作で物納としている場合、60kg当たり10,500円（市農協買取価格：令和４年
　８月26日現在）で計算。
※平均額は集計結果を四捨五入し100円単位。
※「（参考）市平均」の平均額は、データ数による加重平均した数値。

地　区 平均額 最高額 最低額 データ数

姉　崎 10,200円 10,500円 8,750円 25

市　原 10,500円 10,500円 10,500円 36

五　井 7,800円 13,219円 5,000円 107

三　和 10,200円 15,750円 4,375円 124

市　津 5,600円 8,750円 2,625円 19

南　総 8,200円 14,000円 4,988円 176

加　茂 5,400円 8,575円 5,250円 70

（参考）市平均 8,400円 557

地　区 平均額 最高額 最低額 データ数

姉　崎 10,600円 13,000円 10,000円 20

五　井 10,100円 14,000円 5,000円 6

三　和 5,000円 5,000円 5,000円 64

南　総 4,500円 7,200円 3,500円 15

加　茂 3,700円 4,000円 3,000円 6

（参考）市平均 6,100円 111

田（水稲）

畑（野菜）

（税別）

（税別）
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15 休日・夜間の
緊急連絡先

●自動車事故
ＪＡ共済事故受付センター　０１２０（２５８）９３１
※24時間年中無休で事故受付とアドバイスを行います。

●キャッシュカードの紛失・盗難
カード紛失・盗難受付センター　☎０４３（２０２）１１７１
※詳細は当ＪＡホームページをご覧ください。

人事異動
【採　用】　　　　　　　　　　　　　【令和５年３月１日付】

氏　名　　　所属〔旧任〕

林　　　操　葬祭部営業課（パート）〔同部同課（アルバイト）〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　【令和５年４月１日付】

齋藤　　勝　総務部総務課総務係（パート）〔新採用〕

鶴岡佐代子　総務部付㈱市原市農協サービス資産管理センター出向（パート）〔同部付同センター出向（アルバイト）〕

高橋　清一　総務部付㈱市原市農協サービス資産管理センター出向（パート）〔同部付同センター出向（アルバイト）〕

南木　　諭　金融部融資課（パート）〔新採用〕

山田　椋太　経済部購買店舗課購買係〔新採用〕

稲毛田　徹　経済部購買店舗課店舗係（パート）〔同部同課同係（アルバイト）〕

関根　尚基　経済部営農販売課営農係〔新採用〕

二宮　佑心　経済部営農販売課営農係〔新採用〕

杉田　愛華　八幡支店〔新採用〕

森　　咲姫　五井支店〔新採用〕

山本　真生　南総支店〔新採用〕

遠藤　大和　姉崎支店〔新採用〕

【異　動】 　　　　　　　　　　　　　【令和５年４月１日付】

氏　名　　　所属〔旧任〕

髙梨　　諒　総務部次長〔同部次長（教育人事担当）〕

齋賀　　暁　総務部総務課総務係（パート）〔同部同課同係（嘱託）〕

多久島賢太　経営企画部経理課（主任）〔五井支店（主任）（LA）〕

石原麻由美　金融部本店営業課（パート）〔三和支店（パート）〕

菅原　　篤　共済部次長兼業務査定課課長（査定担当）兼査定係係長〔姉崎支店支店長〕

武内　碧香　共済部業務査定課業務係〔姉崎支店〕

髙橋　一輝　経済部事業普及課〔東海営農センター〕

箕箸　　智　経済部営農販売課営農係〔五井支店（LA）〕

東城　尚幸　経済部営農販売課販売係（集出荷場担当）〔月崎支店（同部同課同係出向）〕

秋田　和英　経済部営農販売課直販係係長〔経営企画部経理課係長〕

藤平　美奈　三和支店〔五井支店〕

山本　真寛　南総支店係長（LA）〔南総支店（主任）（LA）〕

前田　悦子　月崎支店係長（LA）〔月崎支店（主任）（LA）〕

三枝　茂男　月崎支店（嘱託）〔経済部購買店舗課購買係（嘱託）〕

齋藤　信義　姉崎支店支店長〔総務部次長（総務担当）〕

鶴岡加那美　姉崎支店〔五井支店〕

稲毛　俊光　中央営農センターセンター長兼店長〔東海営農センターセンター長兼西部営農センターセンター長兼店長〕

清水江里子　中央営農センター北部店店長〔東海営農センター店長（同営農センター同店出向）〕

秋山　奈美　中央営農センター〔経済部購買店舗課店舗係（同営農センター出向）〕

小林　禎枝　南部営農センター〔中央営農センター（南部営農センター出向）〕

鳥飼　　武　東海営農センターセンター長兼西部営農センターセンター長兼店長〔中央営農センターセンター長〕

宮崎　裕幸　東海営農センター店長〔中央営農センター北部店店長〕

【令和５年４月10日付】

長野みゆき　総務部教育人事課教育人事係〔総務部付（育休）〕

   

【定年再雇用】　　　　　　　　　　　【令和５年４月１日付】

氏　名　　　所属〔旧任〕

中村　敬一　経済部購買店舗課購買係（経済事業改革担当）〔同部審議役（同担当）〕

田中　勝美　葬祭部〔同部副審議役〕

征矢　弥生　東海営農センター〔経済部営農販売課調査役（営農担当）（同営農センター出向）〕

【退　職】　　　　　　　　　　　　　【令和５年２月28日付】

氏　名 　　所属

地引　健三　経済部営農販売課営農係 

宮島　隆倖　姉崎支店 

　　　　　　　　　　　　　　　　　【令和５年３月31日付】

並木　良充　月崎支店調査役 

武内　大地　経済部営農販売課販売係（集出荷場担当）

山田　雄祐　南総支店（LA） 

山﨑　愛実　五井支店

農作業の求人・求職受付中！
　当ＪＡでは農業無料職業紹介事業を行ってい

ます。農業求人ＷＥＢサイト「ちばの農業で働こ

う！」で農業求人を随時掲載し

ています（「求人ジャーナル」や

「indeed」でも掲載）。詳しいお

問合せは当ＪＡ経済部まで。

２月・３月理事会次第
２月の理事会で次の事項が承認・報告されました。
令和５年３月２日（木）
市原市民会館２階会議室
【議決事項】
（１）一取引先１億円を超える貸出金

（２）内部統制システム基本方針の一部改正

（３）自主（自店）検査要領の一部改正

（４）令和６年度職員採用方針

（５）第36回通常総代会提出議案書の一部修正

（６）令和５年度不良債権処理方針

（７）令和５年度購買手数料率の設定

（８）令和５年度販売手数料率の設定

（９）参事の任免

（10）一取引先１億円を超える貸出金

【報告事項】
２月事業・行事報告の他10件の報告事項がありました

３月分の理事会で次の事項が承認・報告されました。
令和５年３月28日（火）
市原市民会館大ホール
【議決事項】
（１）出資減口承認

（２）令和５年度理事報酬の配分

（３）役員賠償責任保険の加入

【報告事項】
３月事業・行事報告の他４件の報告事項がありました

令和６年度 職員募集のお知らせ
　当ＪＡでは令和６年度の職員募集を行ってお

ります。募集要項など詳細は、右記ＱＲコードか

らマイナビのページを読み取

りご確認ください。当ＪＡホー

ムページ「採用情報」からもア

クセス可能です。
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■ 発行　市原市農業協同組合（ＪＡ市原市）　経営企画部
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活
動
に
ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
こ
ち
ら

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

経
済
部 

生
活
担
当 

☎（
３
６
）５
８
１
１

『
家
の
光
』記
事
活
用
体
験
発
表

　
　
　
　
　

大
曽
根
さ
ん
が
受
賞

　女性組織「おもいでの家」の大曽根
実ゑ子代表が『家の光』の記事を活用
した体験を発表し、昨年12月19日に
行われた「千葉県家の光大会」で最優
秀賞、その後２月15 ～ 17日に行われ
た「第64回全国家の光大会」で家の光
協会会長賞を受賞しました。発表の
一部(要約)を紹介します。

毎月の本誌と年6回の別冊付録で

読者の思いに寄り添い、
よりよい暮らしの
実現に向けた
記事作りをしています　

グレードアップ
で を暮家

いえ

活
かつ

らし

お申し込みは
お近くのＪＡへ

定価（税込） ●普通月号 629円　 ●付録月号（1・4・5・7・9月号）922円　 ●家計簿付き12月号 1,027円

お
も
て
な
し
の
心
で
地
域
貢
献

　

私
が
活
動
し
て
い
る
の
は「
お
も
い
で
の
家
」と
い
う
グ

ル
ー
プ
で
、小
湊
鉄
道
・
養
老
渓
谷
駅
か
ら
程
近
く
の「
ア
ー

ト
ハ
ウ
ス
あ
そ
う
ば
ら
の
谷
」内
に
建
つ
古
民
家
に
隣
接
し

た
建
物
に
て
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
お
も
い
で
の
家
」を
菜
の

花
や
桜
咲
く「
春
」と
日
本
で
一
番
遅
く
ま
で
紅
葉
が
楽
し
め

る「
秋
」に
期
間
限
定
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、平
成
26
年
中
房
総
国

際
芸
術
祭「
第
１
回
い
ち
は
ら
ア
ー
ト×

ミ
ッ
ク
ス
」が
開
催

さ
れ
、主
催
者
よ
り「
市
原
産
の
地
産
地
消
で
ま
ぜ
ご
飯
の

店
」を
運
営
し
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
、挑
戦
し
た
こ
と
で
す
。

会
期
中
は
過
疎
が
進
ん
で
い
る
農
村
も
活
気
づ
き
、ま
ぜ
ご

飯
の
店
も
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
３
年
に
１
度
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
だ
け
の
営
業

で
は
も
っ
た
い
な
い
！
」「
こ
の
店
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
と
地

域
交
流
の
中
心
に
し
た
い
！
」と
私
た
ち
は
要
望
し
、そ
し
て
、

そ
の
熱
意
が
聞
き
届
け
ら
れ
、運
営
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、店
の
名
前
を
親
し
み
や
す
く
皆
の
思

い
出
に
残
る
よ
う
に「
お
も
い
で
の
家
」と
名
付
け
、女
性
組

織
の
グ
ル
ー
プ
名
も「
お
も
い
で
の
家
」と
な
り
ま
し
た
。

　

「
お
も
い
で
の
家
」と
し
て
の
活
動
を
機
に
、公
民
館
主
催

事
業
の
料
理
教
室
で
和
菓
子
作
り
や
豆
腐
作
り
を
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
し
た
。教
室
で
の
手
本
は『
家
の
光
』が
大
活
躍

で
す
。家
の
光
図
書
の
丁
寧
な
説
明
は
、受
講
者
へ
の
説
明
や

指
示
に
も
大
い
に
役
立
ち
、「
家
庭
的
で
温
か
い
」と
男
女
問

わ
ず
受
講
し
や
す
い
年
２
回
の
大
人
気
教
室
と
な
り
嬉
し
い

こ
と
に
令
和
５
年
度
は
み
そ
造
り
教
室
も
決
ま
り
、今
で
は

「
家
の
光
レ
シ
ピ
」と
共
に
地
域
交
流
で
き
る
機
会
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

先
の
秋
営
業
で
は
、童
謡
が
流
れ
る
店
内
に
男
性
が
１
人

で
来
店
さ
れ
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
養
老
渓
谷
カ
レ
ー
」
と

「
コ
ー
ヒ
ー
」を
頼
ま
れ
ま
し
た
。料
理
を
召
し
上
が
っ
た
後
、

そ
の
方
は「
皆
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
の
職
員
さ
ん
で
す
か
？
」と
尋
ね

て
こ
ら
れ
た
の
で
、私
は「
い
い
え
、こ
の
店
で
働
く
こ
と
を

生
き
が
い
に
し
て
い
る
女
性
グ
ル
ー
プ
で
す
」と
お
答
し
た

と
こ
ろ
、そ
の
方
は
何
か
メ
モ
を
残
し
た
様
子
で
し
た
。

　

メ
モ
の
内
容
は
そ
の
方
が
帰
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
わ
か
り

ま
し
た
。オ
ー
ダ
ー
表
の
裏
に「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。カ

レ
ー
は
ち
ょ
う
ど
良
い
味
で
し
た
。ま
た
、梅
干
し
も
ち
ょ
う

ど
良
い
味
で
し
た
。流
れ
て
い
る
曲
も
故
郷
を
慕
う
も
の
で

ゆ
っ
く
り
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
控

え
め
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
つ
け
、

皆
の
前
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
私
も
、ス
タ
ッ
フ
も
感
動

し
、一
瞬
の
沈
黙
の
あ
と
に「
よ
か
っ
た
！
あ
り
が
と
う
！
」。

小
さ
な
店
が
大
き
く
震
え
る
よ
う
に
沸
き
ま
し
た
。

―

き
っ
と
、ず
っ
と
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。―

　

こ
の
出
来
事
は
、私
た
ち「
お
も
い
で
の
家
」の
モ
ッ
ト
ー

で
あ
る「
良
い
こ
と
、悪
い
こ
と
何
で
も
共
有
し
、今
出
来
る

一
番
の
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
、そ
し
て
私
た
ち
も
楽
し
く
」

と
活
動
し
て
い
た
こ
と
へ
の
ご
褒
美
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、『
家
の

光
』令
和
２
年
10
月
号
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
創
意
工
夫
し
活
動

す
る
女
性
組
織
の
皆
さ
ん
の
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
で
し
た
。

　

令
和
４
年
は
コ
ロ
ナ
と
の
付
き
合
い
方
が
変
わ
り
、令
和

３
年
よ
り
活
動
が
出
来
る
機
会
が
増
え
、「
同
じ
目
的
を
も
っ

て
活
動
出
来
る
場
所
と
仲
間
が
い
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で

あ
る
」と
改
め
て
実
感
し
た
年
で
し
た
。そ
し
て
、『
家
の
光
』

を
開
き
、和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
で
、

更
に
会
員
同
士
の
絆
が
強
く
深
ま
っ
た
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て『
家
の
光
』は
、様
々
な
こ
と
の
お
手
本
で
あ

り
、大
切
な
仲
間
と
共
有
す
る
時
間
を
く
れ
る
も
の
で
す
。私

の
思
い
出
は『
家
の
光
』と
共
に
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。『
家
の
光
』は「
お
も
い
で
の
家
の
光
」。私
た
ち
は
、お

も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
地
域
貢
献
で
き
る
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。


